［参考様式４］
［施設設備に関する調書（幼保連携型）］

	園舎及び
園庭の面積
	区分
	実面積
	必要な面積
	必要な面積の計算方法

	
	園舎

※建物登記面積をベースとすること。
	㎡
	㎡
	学級数に応じて

　・１学級＝180㎡　＋２歳未満の園児の数×3.3㎡　＋２歳以上３歳未満の園児の数×1.98㎡
　・２学級以上＝320＋100×（学級数－２）㎡
　　　　　　　　　＋２歳未満の園児の数×3.3㎡　＋２歳以上３歳未満の園児の数×1.98㎡
※　新制度施行前からの既存の保育所がその設備を用いて認可を受ける場合は、２歳未満の園児の数×3.3㎡
　　　＋（２歳以上の園児の数）×1.98㎡　を満たせばよい。

	
	乳児室・
ほふく室
	㎡

※有効面積
	㎡
	２歳未満の園児の数×3.3㎡

	
	保育室・

遊戯室
	㎡

※有効面積
	㎡
	２歳以上の園児の数×1.98㎡

※　新制度施行前からの既存の幼稚園がその設備を用いて認可を受ける場合は、当分の間適用しない。
※　３歳以上の園児に係る保育室の数は、学級数を下回らないこと。

	
	園庭
	㎡
	㎡
	次のア及びイを合算
ア　ａとｂをくらべて大きい方

　ａ　学級数に応じて

　　・２学級以下＝330＋30×（学級数－１）㎡　　　・３学級以上＝400＋80×（学級数－３）㎡
　ｂ　３歳以上の園児の数×3.3㎡

イ　２歳以上３歳未満の園児の数×3.3㎡

※　新制度施行前からの既存の幼稚園がその設備を用いて認可を受ける場合は、アはａの面積とする。
※　新制度施行前からの既存の保育所がその設備を用いて認可を受ける場合は、アはｂの面積とする。

	建物の配置
	　　　　　□同一敷地内
　　　　　□隣接敷地内
　　　　　□分離設置
	※　「分離設置」の場合は、①教育及び保育の適切な提供が可能であること、②園児の移動時の安全が

　　確保されていること、③それぞれの敷地の園舎で必要な設備を有していることがわかる書類を添付
　　してください。

	園庭配置
の 特 例
	□有り　□無し
	※　「有り」の場合は、規則附則第７条に関する書類を添付してください。

	調理室設備
の　特　例
	□有り　□無し
	※　「有り」の場合は、規則第７条第２項又は第３項に関する書類を添付してください。


※　施設の位置図、及び建物の平面図を添付してください。
※　既存施設からの移行にかかる特例を利用する場合、制度上新規基準に適合するよう努力することが求められていること及び子ども・子育て支援法第58条に基づき特

　　例を利用していることが公表されることに御留意下さい。
